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デ ー タベ ー ス は 、 わ が 国 の 情 報化 の進 展 上 、 重 要 な 役割 を果 た す も の と

期 待 され て い る。 今 後 、 デ ー タベ ー ス の普 及 によ り、 わ が 国 に お いて 健 全

な 高 度 情 報 化 社 会 の形 成 が 期 待 され る。 さ らに海外 に対 して提 供 可 能 な デ
ー タベ ー ス の整 備 は、 国 際 的 な情 報化 へ の貢献 お よ び 自由 な情 報 流 通 の確

保 の観 点 か らも必 要 で あ る。 現 在 わ が 国 で流 通 して い るデ ー タ ベー ス の 中

で わ が 国 独 自の も の は約 半 数 で あ るが 、 わが 国 デ ー タ ベー スサ ー ビス ひ い

て はバ ラ ンス あ る情 報 産 業 の健 全 な発 展 を 図 るた め に は 、今 後 もわ が 国独

自のデ ー タベ ー ス の構 築 お よ びデ ー タ ベ ー ス関 連 技術 の研 究 開発 を強 力 に

促 進 し、デ ー タ ベ ー ス の拡充 を図 る必要 が あ る。

この よ うな要 請 に応 え るた め、(財)デ ー タ ベー ス振 興 セ ン ター で は 日本

自転 車 振 興 会 か ら機 械 工 業 振 興 資 金 の交 付 を受 けて 、 デー タベ ー ス の構 築

お よび 技 術 開発 につ いて 民 間 企 業 、 団体 等 に対 して委 託 事 業 を実 施 して い

る。 委 託 事 業 の 内 容 は 、 社 会 的 、経済 的 、 国際 的 に重 要 で 、 ま た地 域 お よ

び 産 業 の 発 展 の 促 進 に寄 与 す る と考 え られ て い るデ ー タ ベー ス の構 築 とデ

ー タベ ー ス 作 成 の効 率化 、 流 通 の促 進 、利 用 の 円滑化 ・容 易化 な どに 関係

した ソフ トウ ェア技 術 ・ハー ドウ ェア技 術 であ る。

本事 業 の 推 進 に 当 って 、 当財 団 に学 識 経 験者 の 方 々 で構 成 され るデ ー タ

ベ ー ス 構 築 ・技 術 開発 促 進 委 員 会(委 員 長 東 海 大学 教授 上 條史 彦 氏)

を設置 して い る。

この 「北 九 州 産 業 技 術 発 展 の歴 史 記 録 の収 集 とデ ー タ ベ ー ス化 」 は 、

平 成11年 度 の デ ー タベ ー ス の構築 促 進 お よび技 術 開発 促 進 事 業 と して 実

施 した 課 題 の一 つ で 、 当財 団 が 株 式会 社 日鉄 技術 情報 セ ンター に対 して 委

託 実 施 した もの で あ る。 この 成 果 が 、 デ ー タベ ー ス に興 味 をお 持 ち の方 々

や 諸 分野 の皆様 方 のお 役 に立 て ば幸 いで ある。

な お 、 平 成11年 度 デ ー タ ベ ー ス の構 築 促 進 お よび 技術 開発 促 進 事 業 で

実 施 した課 題 は次 表 の とお りで あ る。

平成12年3月

財 団法 人 デー タベー ス振 興 セ ンター



平成11年 度 データベース構築 ・技術開発促進事' 謡 日一覧

区 分 No. 課 題 名 企 業 名

一 般

1

一

認定サービスにおけるデータベースの有効利用に

関する調査研究
(株)シ ネジャーナルプロ

ダクション

2
ゲームソフトにおける知的財産権管理流通ビジネ
スに関する調査研究 京都 リサーチパーク(株)

3
地形データを効率よ くデータベース化する技術開

発
(株)セ タ

4
戦前期雑誌記事索引100万 件の第一期データ
ベース構築 (株)皓 星社

5
POSデ ータに対するデータマイニング手法群の

比較研究と実用化技術の開発 (株)日 経 リサーチ

6
北九州産業技術発展の歴史 記録の収集とデータ
ベース化

(株)日 鉄技術情報セ ン

ター

地域振興

7 写真データベース構築 (株)琉 球新報社

8
バ リアフリー施設デLタ ベースのプロトタイプ作

成
(株)札 幌ネクシス

9
新居浜市機械産業における加工技術ノウハウ継承
データベース構築 (株)四 国インターネ ット

10
インターネットによるラジオニュース公開型デー

タベース構築
(株)山 梨放送
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1.概 要

1.1目 的

1910年 に官営製鐵所が創業以来、北九州地 区は鉄 を中心 とす る基礎産業素材 の供

給 を通 して 日本の近代化に貢献 した。導入技術か ら出発 した製鉄などの北九州 に生ま

れ育った素材製造技術 は世界最高のレベルに到達 して、 日本の工業技術立国の基盤 と

なった。総合技術 としての素材産業技術の拡が りは広範であ り、多くの分野と関連 を

もつ。

素材産業技術は産業の根幹として、重工業そして最近の情報エレクトロニクス分野

や人間生活工学分野など各種産業との相互関連そして産学連携のもとで発展し、関連

産業の高度化と地域産業育成に役立ってきた。素材から加工産業への産業構造の変革

の中で、素材生産技術開発を基に培われ蓄積された総合周辺技術は様々に応用され、

とくに公害対策 ・省エネルギー ・リサイクル技術において、北九州は環境国際協力の

基地として貢献している。

この百年におよぶ北九州における産業の発展 と革新を跡づける多 くの記録や資料が

残 されているが、 これ らを体系化するに未だ至 っていない。廿世紀の終わ りを迎える

に当た り、 これ らの記録や資料の所蔵を明確にし、データを系統的に収集 し、それ ら

の情報 をデータベース化 しておくことは、産業技術情報の今後の世代への継承そ して

国際的情報発信 において重要な使命 と考える。

そ して このようなデータベースを用いて、産業技術史的視点か ら北九州 を原点 とし

た 日本 における産業技術の発展と確立のポイ ン トを明確 にして、産業の発展盛衰 と革

新 の歴史と背景の解析を進める ことは、今後の国際 ・国内 ・地域産業の方向 と産業連

関のあ り方に有益な示唆を与えることは疑いない。さらにこのデータベースをもとに、

産業技術 ・政策史研究そ して産業技術教育の場 として活用され る産業技術博物館(バ
ーチ ャル ・ミュージアムを含む)像 の形成に役立てる。

日本 の産業革命の起点 とな りそ して現代に発展 した環境技術 を含む産業資産、多種

多様な 「ものづ くり」の活きた産業活動の姿 を見ることは、科学技術離れが問われる

中で、社会学習、生涯学習、余暇活用のための知的な資源 として役立つだけでな く、

地域住民に歴史への誇 りを与えるものである。また、将来、産業技術博物館への展開

を検討 していくうえで、この産業技術のデータベース化は重要な意義をもつ と考 えて

いる。
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1.2実 施 内容

1.2.1北 九州の産業技術発展に関するデータ収集と体系化

北九州地区の主要企業(例:新 日本製鐵、旭硝子、三菱化学、東陶機器、安川電機

など)の 調査を行い、産業技術発展と変遷に関する記録、資料、産業遺産などの諸デ
ータを収集 した。収集 の観点は、諸産業技術開発の時代背景、シーズ技術、開発のブ

レークスルー要因、周辺技術、技術の普及 と社会的インパク ト、要素技術の新規展開

などを示すデータに焦点を当てた。さ らにこれ らの技術開発を支えた人間的側面 にも

スポッ トライ トをあて、諸データを収集 ・記録 した。具体的には以下の作業を進め、

・北九州各主要企業の社史の収集 と調査

・北九州市史 と各企業の発展と変遷の歴史的分析

・記録 資料、産業遺産 の収蔵 とリス ト作成

北九州関連企業の産業技術史の視点か ら、コンテンツとして採用する産業技術 トピ

ックスを選択した。

(1)デ ー タ収集

明治か ら戦前にかけての北九州産業技術史 をまとめていく上で必要 と考えられ る社

史58編 および記録資料23編 の合計81編 を収集 ・整理 した。 これを表1-1お よ

び表1-2に 示す。

明治か ら現在にか けて、企業の変貌は著 しい。 これ らの社史および資料には、充分

保管管理されていない状態で、図書館の,奥深 くで眠 り、貴重資料 とな りつつあるもの

も多数あった。主要な資料 につき、その資料概要 と本データベースの中心である北九

州産業技術 トピックス とのかかわ りについて表1-3に 簡単にまとめる。

No

表1-1

社史 ぺ覧

,1 90年小史 濱田重工のあゆみ

2 浅野セメント沿革史
　

.3
∂

旭化成火薬30年史
㍉4

旭硝子株式会社社史`
51 岡崎工業躍進の30年

6 小野田セメント百年史

7 官営製鉄所

8 九州耐火瓦株式会社創業70年史

、9 幸袋工作所百年史

to:サ ッポ ロ ビール120年 史

一2一



mll
山九75年 史

12 神鋼50年 史
シ13

住友金属工業60年少史

14 製鉄所起業25年記念誌

15 西部瓦斯株式会社史

16 創業100年 史古河電気工業

17 大和工業株式会社50年史

18 高田工業25年 史

19 高田工業社史劇画

20 段谷産業70年史

21 筑豊石炭鉱業会50年史

22、 帝国酸素のあゆみ

23 東海電極製造株式会社35年史

24 東京製綱株式会社70年史

25 東京電気株式会社50年史

26 東陶機器70年史

27 東洋製罐50年 のあゆみ

、28 戸畑鋳物株式会社要覧

29 直方鉄工界の歩み

30 日産自動車30年 誌

31 日鐵化学社史

32 日鉄鉱業株式会社40年史

33 日本板硝子株式会社50年史

34 日本運輸株式会社50年史

35 日本化薬70年 のあゆみ

36 日本鋼管株式会社創業25年回顧録

37 日本酸素50年 史

38 日本水産70年

39 日本製鉄株式会社社史

40 日本セメント株式会社70年史序編

41 日本 ヒューム管株式会社50年 史

42 日本油脂50年 史

43 間組百年史

44 日立金属史工場編

45 福島紡績株式会社50年記

46 不二越50年 史

47 三菱化成社史

48 三菱鉱業社史

一3一



49 三菱光産65年 史

50 明治鉱業株式会社社史

51 明治製菓40年 史

52 明治製糖株式会社30年史

53 安川電機75年 史

54 八幡鋼管株式会社25年の回顧

55 八幡商工会議所全史

.ミ56 八幡製鉄所50年誌

57 山武ハネウェル75年 史
ぺ58

. 若松築港株式会社70年史

Ne

表1-2

『

1 日本鉄鋼業 クラフで見る

2 日本の鉄鋼統計100年

3㌧ 統計からみた 日本鉄工学100年 間の歩み

4 日本鉄鋼業の研究

5 日本鉄鋼技術史論

6 日本近代製鉄技術発展史

7} 日本鉄鋼史(明 治編)
雀81

日本鉄鋼史(大 正編)
"
9 日本鉄鋼史(昭 和編)

10 日本鉄鋼協会史創立70周年記念

U 福岡県史近代史料編

12 人にやさしい製鉄所

13 野呂景義

14 工学博士 今泉嘉一郎

15、 ステンレス鋼技術史

、16 直方鉄工界の歩み

17 九州の鉄道百年記念誌

、18 日本の技術 大阪砲兵工廠

,19 日本タール工学史

20 北九州市史 近代 ・現代

。2L 北九州市産業史

22 北九州史土木史

紗 日本製糖技術史
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社史おまび
一

表1-3

概要および関連 ドピックス

《騨 所 L資料概要」
・。三50年 誌 現 、新 日本 製鐵(株)。1901年 、官営八幡製鐵 所が設立 され る。以降 、

/☆

ぶ ・ き 〉 明治の産業黎明期および戦後 の復興期の リーディングカンパニー とし

て現在 に至る。
ぐ∨ ヰ シ

　 本社史は創業か ら1950年(昭 和25年)ま での50年 間をカバーする も

/■ 霧
ので、各製造工程毎 にその歴史が詳 しく記述 されている。写真な どの

掲載が豊富である。
　

、,㌻ [関連 トピックス]

彩 紅
　vζ 人　

松軒 劔　 ミ
　

麹.

バ ㌻^.

ぶ 、ノ
　 /

ハ>P祈 ぐ 　

〉<

・八幡に製鐵所立地決定

野呂景義が八幡製鐵所の創業後、コークスの問題で高炉が不調 に陥

った際に、立て直しに大きく尽力した記録な どがある。
・製鐵所 コー クスか ら副産物回収電気炉による特殊鋼の製造

・中国との合弁製鋼会社九州製鋼の創立

・世界に誇る黒田式コークス炉の発明

.・ ・三,.

・宿老制度の発足
`c黒崎 窯業

ぐ 〕^.
[資料概要]'

,五 稗 史 窯炉に使用 される耐火物の総合 メーカ。八幡製鐵所 を中心に高炉お
♪

㌻:㌘
・灘

c㌣㌻べ㌻

よび転炉な どの耐火物を供給。北九州市に本拠 を置 く。

本社史は大正7年 の創業か ら50年 間の沿革 を記載。耐火煉瓦の製造技

術、製品開発 に詳 しい。

'㌧ …ふ一 [関連 トピックス]

・黒崎窯業の創設

　 　 、
八幡製鐵所の耐火煉瓦の開発に従事していた高良淳は松本健次郎の

咳^

協力を得て黒崎窯業を設立し耐火煉瓦製造技術の発展に寄与した。

1声畑鋳物 恒[資料概要]
璽轍 会社 1910年(明 治43年)設 立。北 九州戸畑 を中心 と して、圧 延用 ロール 、

・ノP 発動機、自動車部品の製造を行 う。昭和8年 、発動機製造技術は久保 田

.鉄工に譲渡され、昭和9～12年 にかけ、その他の部門が日産 自動車およ

匂。:

㌫,㌻ ξ、

び 日立製作所金属部門へと移 り、発展 ・解消する。

昭和10年 発行の社史。会社 としては既に存在 しないだけに貴重な資

㎏ ・、}' ぷ 料で ある。
聖、 議 ・

[関連 トピックス]
㌔,グ ・可鍛鋳鉄の国産化

　

鮎川義介は日本の機械工業発展のためには鍛造可能な鋳鉄の必要1生
㌘^ ノ苛^

を痛感 した。そ こで米国に渡 り、やは り職工 として鍛造工場で働 きな
ごL

・;デパ
が ら可鍛鋳鉄の製造法を体得 した。帰国後、井上馨の援助 を得て戸畑

に鋳物工場を創設。戸畑鋳物を原点 に日産コンツェル ンを築き上げる。
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日産自動車 [資料概要]

三十年史 日本第二位の自動車 メーカ。その源流をた どると久保 田鉄工所の傘

下にあったダッ ト自動車製造(株)に 至る。鮎川義介が久保田鉄工に

戸畑鋳物の発動機製造事業を譲渡することで、 日産 自動車が誕生 した。

当該社史は昭和8年 か ら38年までの該社の沿革をまとめる。

[関連 トピックス]

・自動車向け鋳造品の製造 ・自動車の生産

担立金属吏 [資料概要]

1工 場蟻
・ ・

。 爵

現在、高級鋳鉄、特殊鋼 、電子部品、自動車部品な どを製造。北九

州苅田に主力工場を持つ。前身は戸畑鋳物。その後、 日立製作所 の金
診 断 濠

属部門とな り、昭和31年 日立金属 として独立分社 し、現在 に至る。
毘 本社史は戸畑鋳物、 日産 自動車、 日立製作所の沿革な どにも言及 し、

∵'ls 産業 ・企業の変遷を知る上で興味深 い。 また工場史 とあるよ うに、技▽㌧熟
^ち

〉 術および製品に関する記載が豊富である。
ま

ら 、
二' [関連 トピックス]
㍉ ・圧延 ロール の製造

大和工業 [資料概要]

株式会社 創業時および現在名は安田製釘所。1912年(明 治45年)安 田善次郎が

五十年史 北九州枝光に設立。八幡製鉄所の鉄を利用した最初の鉄鋼製品の二次

加工の例である。現在 も枝光で創業 を続ける。

本社史は安田家の事業史および釘の製造技術としても貴重である。

: [関連 トピックス]
ξ ぐ ㌘:

ぶ ジ 、

ii

・枝光 における洋釘 の生産開始

山口武彦は特許局長であった高橋是清の紹介 により、安田善次郎の

経営する製釘所 に招かれ、米国において洋釘の製造技術 を習得 して、

「,　 国産化 を実現 した。

[資料概要]

ぎ ジレ 萢
^ば み

勢`75纏 を

総合オー トメーシ ョン機器およびイ ンテ グレータ大手。空調制御な

どに強み。米ハネウェル社 との資本提携は解消され、現存 「山武」。
"

、

創業は古 く、1906年(明 治39年)、 日本酸 素、 日本 精工 の創立者 で もあ

る山口武彦による。

本社史は山口武彦伝 に詳 しい。
▽日本酸素

[資料概要]

五十年史 現在 も酸素業界首位。超高圧、極低温利用分野 にも事業展開中。北

九州な どに工 場 を持 つ。創業 は1910年(明 治43年)山 口武 彦 による。

本社史 には山 口武彦が ドレーが一社(独)か ら輸入 した酸素溶接切断

機をデモして酸素の販路拡大 に尽力す る様が詳 しく語 られている。
手 ×、

s:Eぺ ・ [関連 トピックス]
バ

「)
七

・小倉で酸素の製造

・ ξ ・ ざ

⑭い
1918年 に小倉工場 を設立 し、八幡製鉄所の酸素需要に応えた。
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譜i蹴 硲[資 料概要]

「

　

パ ㌣ い'
〉 瑳

仁方《＼

寸

1蘂

㍍ 購
影

☆ 事写^　

　
2

現在、 「日本エア ・リキー ド株式会社」。日本第3位 の酸素製造 メーカ

で、製鐵向酸素プラン トに強い。創業者は帰化英国人 リチャー ド ・ハ

ンターで、酸素ガスメーカ として著名な レール ・リキー ド社 の支援を

鑛 芒三股麗 麗 纏 縫 慧㌶ 緩甚ζζ舗摘

㌶ 灘 鰹 ㌫ ζ皇統 また撒 鉄鋼業における酸素

1い

[関連 トピックス]
・アセチ レンと酸素の製造

ジ安川電機 油資料概要]

伝統的 にモータに強 く、サーボモータでは首位。 ロボ ッ トな どメカ
〆 ▲w〃 ヘ

… 　トロに強い。半導体製造装置な どの分野 も育成中。1915年(大 正4年)安

、 蝋 多川第五郎が設立する。北九州 を本拠地とす る。炭坑用および製鉄用動

母 ㌻,短 力 としてのモータを開発製造す ることを主業 として成長 してきたメー1カ である
。

本社史には産業用モータ変遷史の資料 として参考 とな る記述 も多 く

含 まれ る。

ilジ=,.
晦L

9
ぺ 群 妻

ilぽ 織
パ ぷ ＼

、1、綴 ご

∵高田

㌫ 嬉

　㌧i
べ!wwマ

　 、

swy

[関連 トピックス]

・蒸気か ら電動力

[資料概要]

1940年(昭 和15年)高 田寿夫が高田組を創業。以降、製鉄所関連企業

として発展する。

なお、本社史には劇画のものもあり、ユニークな社史 となっている。

　、

[関連 トピックス]

・設備保全か らプラン ト生産

〉若松築港[資 料概要]

ぶ 鰺1
シ シ ぎ

1{

謬トぐ

タ　

菱 ,・ニ

墾7q蕪 史 現在・若築建設・北九州に本拠を置く港湾土木を特色とする企業・
・1　 明治22年(1889年)の 創業。洞海湾の凌漂事業が有名。

本社史 には明治およびそれ以前 の洞海湾 の様子が まとめ られてお
叉～ 〉

・
烈 り、当時 を知 る貴重 な資料 であ る。

紺 ㌧壕[関 連 トピックス]

・若松築港と製鐵所誘致の鍵の洞海湾整備

湖 治鉱磐
株式会社 茎

社史 ハ

∵ ゲ ・

タ　 　　

/～ ㍉ 　 　

[資料概要]

筑豊の炭坑を開掘整備す るため、安田敬一郎が明治29年(1896年)明

治炭坑株式会社 を設立す る。筑豊の炭坑の開発が官営八幡製鐵所誘致

の原動力となった。

本社史は明治時代の筑豊の炭坑開発史に詳 しい。
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i東陶機器、
冷 　 い 当 馬s

[資料概要]

藷汁年史 北九州に本拠を置 く。衛生陶器、水栓金具の分野では今でも圧倒的
>>

Pン 〆、

シェアーを持つ。 リフォーム ビジネスなどの新規事業を展開中である。

本社史には明治初期の日本陶磁器産業のありさまが創業前史として

^⊥w^ン
まとめ られている。また大正6年 以降の該社70年 間の沿革が記載されて

　

竺 を い さ いて、我国のサニタ リーの変遷を知るうえでも興味深い。
・1

、ぐ

、 シ

[関連 トピックス]
1箆 シ

バ ∵

〆

・衛生陶器 ・磁器の生産
、

大倉和親はノリタケチャイナ として有名 になる日本陶器の設立 し、
＼ ぐw'

〃 さらに衛生陶器の事業を展開し、東洋陶器や日本碍子などの陶磁器製

ち蝉 造業へと展開した。

遍群雄 [資料概要]
・く・

～ ・ ・ 板ガラス、ブラウ ン管、 自動車ガ ラスの最大手。ファイ ンケミカル
　 三 ㍗ こ手'

ぷ
な ど化学製品にも事業展開中。北九州など9ケ所に工場 を持つ。 日本の

化学工業の先駆者として岩崎俊弥が創設。
≒〆三ご 本社史 は明治40年 の創業か ら約60年 間の沿革 をまとめた ものであ

凝is

鷲 こ

べ.
A"≠ ざ

り、創業前史 として、欧米および我 国における板ガラス、耐火煉瓦、

,、ソーダなど製造技術の歴史が記載 されている。なお大正3年 に北九州八

幡に建設 された牧山工場は該社2番 目の工場である。
み

[関連 トピックス]

・ラバース法による窓ガラスの製造

鑑 、
＼ 餌 　

・アンモニア法によるソーダ灰の製造

・旭硝子における最高 レベル局方重曹の製造
∨

・フルコース法によるガラス製造

?)ノ
ρ

・高品質苛性ソーダの生産
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(2)北 九州産業技術 トピックスの整理

収集 した社史および資料より、1800年 代後半か ら終戦の1945年 までの期間で北九

州産業技術史上重要であったと考 えられる トピックスを選択 した。

具体的 には
・1872年 関門海峡海底電線敷設による通信網整備か ら

・1942年戸畑におけるアル ミニウム精錬用電極の製造まで

の100件 の トピックス(表1-5参 照)を 抽出した。

これ ら抽出した トピックスにっいては、基本情報(ト ピックス名 ・産業業種 ・西暦

年 ・企業名 ・企業名変遷 ・工場 ・製品 ・ホームページ ・産業関連)、 詳細情報(北 九

州立地 ・経緯 ・展開 ・産業技術の歴史)、 関連情報(技 術者 ・起業者 ・技術内容 ・詳

細 ・産業遺産 ・統計 ・参考資料)、 画像情報(ト ピックスの図 と説明)を コンテンツ

として作成 した。また関連情報の中で重要なものについては、ものづ くり・産業遺産 ・

人物録 ・統計データのコンテンツ として詳細化 した。以下にコンテンツの構成を示す。

表1-4コ ンテンツの構成

北九州産業技術

トピックス
　

　

だ ≡'口 端`ヂ

蜴i堤 愚

トピックス、 トピックスの図 と説明 、産 業業 種 、

西暦 年 、企 業 名 、企 業名変 遷 、工場 、 製 品、 ホ
ー ムペー ジ、産 業 関連 、北九州 立地 、技 術 者 、

起 業 者 、経緯 、展 開、産業 技術 の歴 史 、技 術 内

容 、詳細 、産 業遺産 、統計、参 考資料

100 100

ものづ くり 技術、技術 の変遷、効果 ・展開、説明図、技術

の内容、参考資料

12 12

= 産業遺産、所在地、写真、説明 31

■

31

人物録 氏名、所属、業績、 肖像写真、略伝、参考資料 53 52

統計ラ← ・タ
ー ∵

統 計データ、統計データの図、データ説明、出

展資料

26 26

一9一



1.2.2北 九州産業技術 トピックスー覧

100件 の北九州産業技術 トピックスのコンテンツー覧表、および これ と関連する、

ものづ くり ・産業遺産 ・人物録 ・統計データのコンテンツー覧表 を以下 に示す。

表1-5北 九州産業 トピックスのコンテンツー覧

恥 年 トピックス

1 18`z 関門V田隈海底電線敷設による通信網整備

2 1875 蒸気力機械の導入の試み

3 1878 小倉徳力の銅山開発

4 1880 炭坑の排水の機械化

5 1880 粉炭の有効活用 ・選炭作業の機械化

6 1887 精米の機械化 ・妹尾精米所の設立

7 1889 小倉港の整備と常盤橋の鉄橋架設

8 1889 門司港の築港 ・特別輸出港の指定

9 1890 西日本初の製紙工場誕生

10 1890 若松築港と製鐵所誘致の鍵の洞海湾整備

11 1891 炭坑用機械の専門メーカーの誕生 ・幸袋工作所

12 1891 筑豊興業鉄道の開通

13 1891 門司一遠賀川間九州鉄道の開通

14 1891 北九州における最初の本格的機械製作工場

15 1891 九州鉄道小倉工場

16 1893 洞海湾の粘土を利用したセメン ト

17 1893 乾式焼成によるセメント製造

18 1894 小倉織の再興

19 1894 戸畑最古の鉄工場

20 1896 石炭乾留と骸炭の製造

21 1897 八幡に製鐵所立地決定

22 1899 日本最初のチューブミル粉砕機導入

23 1901 鉄道 レールの製造

24 1901 お雇い外国人技術者の残した文書

25 1902 空気馨岩機による竪坑開削

26 1904 官営製鐵所の操業不調と克服

27 1904 門司の地理的利 点を活かした精糖

28 1907 製鐡所コークスか ら副産物回収

29 1908 炭坑用鋼索の製造

30 1908 北九州の本格的紡績業
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31 1908 回転炉によるセメントの製造開始

32 1910 幼年職工養成所の開設

33 1910 門司における製塩事業

34 1911 計量器つき船による漁船への燃料油配給

35 1911 門司に国内最大規模の製粉工場

36 1912 枝光における洋釘の生産開始

37 1912 可鍛鋳鉄の国産化

38 1912 九州初のビール工場の創設

39 1912 日本鋼管の創立

40 1913 隣接工場の廃物を利用した醸造

41 1913 都市ガスの供給

42 1914 ラバース法による窓ガラスの製造

43 1915 蒸気から電動力

44 1915 戸畑の東洋製鐵操業開始

45 1916 水銀法電解によるソーダ製造

46 1916 民間製鉄業奨励 ・単圧工場の設立

47 1916 衛生陶器 ・磁器の生産

48 1916 白熱電球の製造

49 1916 ガス会社向けレンガを造る九州耐火煉瓦設立

50 1916 製鐵所で得られるナフタリンの精製

51 1916 電気炉による特殊鋼の製造

52 1917 圧延ロールの製造

53 1917 アンモニア法によるソーダ灰の製造

54 1917 中国との合弁製鋼会社九州製鋼の創立

55 1917 伸銅製品の製造
　

56 1918 造船用鋼材製造一東京製綱から浅野小倉製鋼所

57 1918 北九州を起点とした運輸業の展開

58 1919 世界 に誇る黒田式コー クス炉の発明

59 1919 送配電用電線の製造

60 1919 黒崎窯業の創設

61 1919 大陸産大豆からの大豆油抽出

62 1920 帝国議事堂(国会議事堂)の建設

63 1920 コルバーン法による板ガラス製造

64 1920 製鐵所研究所の開設

65 1920 宿老制度の発足

66 1920 小倉で酸素の製造

67 1921 電球用段ボールの製造

68 1921 高級ガスタンク専門メーカー
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,β9 1922 鉄塔 ・鉄柱の製造

き;70; 1923 小倉に導火線の製造工場
が

1923 ブリキ鋼板の製造

72 1924 電機産業向け珪素鋼板の製造

73 1926 高温高圧バルブの国産化

74 1926 八幡のメリヤス工業

75 1927 製氷業 ・遠洋漁業基地への展開

マ6 1928 小倉における硫化染料の製造

刀 1928 旭硝子における最高レベル局方重曹の製造

78 1929 戸畑漁港に設立された缶詰工場

79 1929 工具の原料特殊鋼製造

80 1929 戸畑港を遠洋漁業の基地へ

81 1930 高炉の大型化一洞岡の臨海製鉄

82 1930 アセチレンと酸素の製造

83 1932 水洗選炭機械の開発

84 1932 フルコース法によるガラス製造

85 1933 自動車向け鋳造品の製造 ・自動車の生産

86 1933 日本陸軍造兵廠小倉工廠

87 1933 高品質苛性ソーダの生産

88 1934 材木店から合板製造への展開

89 1934 ナフタリン系染料などの製造

90 1936 戸畑における菓子の製造

91 1936 製鐵所のタール ・ピッチか ら黒鉛電極製造

92 1937 鉄 とコンク リー トのヒューム管製造

93 1938 九州最初の民間鉄道車輌工場

94 1938 福岡県金属工業試験場の開設

95 1940 設備保全からプラント生産
　96

1940 日本初の連続熱間 ・冷間圧延設備の稼働

97 1940 アルミニウム半製品アルミナの製造

/98 1941 戦時中の石炭か ら人造石油の製造

99 1942 世界初の海底鉄道 トンネル

100 1942 戸畑におけるアルミニウム精錬用電極の製造
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No

表1-6 ものづ くりのコンテンツー覧

ものづ くり

■ コー クス 炉

2 ソーダの製造 アンモニア ・ソーダ法

3 洋鉄釘の製造

4 板ガラスの製造

5 可鍛鋳鉄の製造

6 高炉の進歩

.7 セ メン トの製造
シ8

耐火レンガ

9 珪素鋼板 熱間圧延法
～10 レールの製造

1■ ブリキ鋼板と缶詰
"
12 洋紙の製造
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No

表1-7 産業遺産のコンテンツー覧

』
1 家出工菜(株)八幡工場 旧安田製釘所枝光支店

・
。2 製鐵所初代事務所

3 製鐵所修繕工場

4 新 日本製鐵紫川取水場ポンプ室

5 河内貯水池

6、 九州旅客鉄道九州小倉工場

7・兀サッポロビール九州工場 旧帝国麦酒

、8、 東京製絹小倉工場事務所 ・工場

　 A 若松石炭会館

10 旧門司税関

1r 旧九州鉄道本社

12 門司港駅

i3 旧九州鉄道茶屋町橋梁

～14 立体交叉構造をもつ折尾駅
^
15 方城炭坑

弱 川ひ らた

17 浅野セメント門司工場

18 史跡東田第一高炉跡

19 。わかちく資料館

20 旧共同漁業ビル

21 明治製菓戸畑工場

22 西日本工業倶楽部

23 寿命の唐戸

、24 三井倶楽部

25 協和発酵門司工場

26 旧日本製粉門司工場
　27 八幡製鐵所鉱津線

.28 東陶機器株式会社の昔の製品

29 安川電機のモーター類

30 日立金属鋳物記念館所蔵品

31 小倉織 ・小倉精
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表1-8人 物 録 の コ ンテ ンツ ー 覧

No';・'人 物 録

1 鮎川義介(あ ゆかわ よ し丁け)

2 山口武彦(や まぐち たけひ こ)

3 黒 田泰造(く ろだ たいそう)

4 下村孝太郎(し もむ ら こうたろう)

5 野呂景義(の ろ かげよし)

6 長谷川芳之助(はせがわ よしのすけ)

7 杉山徳三郎(す ぎや ま とくさぶろう)

8 出光 佐三(い でみつ)

9 段谷 福十(だ んたに ふ くじゅう)

10 石黒 五十二(い しぐろ いそ じ)

11 家入 安(い えい り やす し)

12 中原嘉左右(なかはら かぞう)

13 白仁 武(し らに たけし)

14 今泉 嘉一郎(い まいずみ かいちろう)

15 安川 敬一郎(やすかわ けいいちろう)

16 WalterLwowski(ワ ル タ ー ル オ ウス キ ー)

17 金子直吉(か ね こ なおきち)

18 坂内 冬蔵(ばんない ふゆぞう)

19 向井 哲吉(む かい てつきち)

20 浅野 総一郎(あ さの そういちろう)

21 田中 熊吉(た なか くまきち)

22 妹尾 万次郎(せ のお まんじろう)

23 大倉 和親(お お くら かずちか)

24 大川 平三郎(お おかわ へいざぶ ろう)

25 HermannRumschoettel(ヘ ル マ ン ル ム シ ュ ッテル)

26 国司 浩助(く にし こうすけ)

27 田村 市郎

28 山田 三次郎(や まだ さんじろう)

29 山岡 武(や まおか たけし)

30 高田 寿夫(た かだ ひさお)

31 有田 勇次郎(あ りた ゆうじろう)

32 岩崎 俊弥(い わさき としや)

33 白石 竹松(し らいし たけまつ)

34 戸村 理順(と む ら)

35 門多 道別
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β61…堀田 連太郎(ほ った れんたろう)
㍍ τツ

'田邊 朔郎(た なべ さくお)

38:高山 甚太郎(た かや ま じんたろう)

39 吉川 亀次郎(よ しかわ かめじろう)

40 高良 淳(こ うら じゅん)

41 小屋原 総三郎(こやは ら そうさぶろう)

42 野辺地 久記(の べち きゅうき)

43、 能見 愛太郎(の うみ あいたろう)

144 安川 第五郎(やすかわ だいごろう)

45 酒井 安治郎(さ かい やす じろう)

46 井上 貞治郎(い のうえ さだじろう)

47 中村 精七郎(な かむ ら せいしちろう)

48 寒川 恒貞(さむかわ つねさだ)

49 松本 健次郎(ま つもと けんじろう)

50 辰野 金吾(た つの きんご)

51 伊藤 伝右エ門(い とう でんえもん)

52 高碕 達之助(たかさき たつのすけ)

53 久原 房之助(く は ら ふ さのすけ)
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No

表1-9 統計データのコンテンツー覧

統計 デLタ

1、 安田製釘所枝光工場の丸釘生産状況と輸入量の推移

2 製鐵所において鋼材1ト ン製造に使った石炭量の推移

3 製鐵所における珪素鋼板の製造

4 八幡製鐵所 レール生産量の推移

5 浅野セメント門司工場における生産高推移

6 旭硝子板ガラス製品生産量

7 千寿製紙の洋紙生産高

8 筑豊石炭鉱業の産炭量推移

9 日本化成におけるコー クスと派生製品

10 ブリキ板の生産量の推移

11 筑豊石炭の鉄道輸送

12 旭硝子製品苛性ソーダ

13 旭硝子の局方重曹製造

14 日本における鋼材生産の官民比率

15 東洋陶器の生産品種と生産高推移

16 共同漁業の トロール漁業

17 第二次大戦中の人造石油生産

18 若松港より出港する船舶数の推移

19 八幡製鐵所の銑鉄生産高

.20、 日本の鋼材需給高と八幡製鋼所の生産高

、21 黒 田式コークス炉

22 世界の粗鋼生産高

23 小倉の浅野製鋼所の銅坑生産

2互 明治紡績と国内主要紡績会社比較

25　 東洋製罐の缶詰缶製造
・26　

製錯所 における高炉の変遷
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1.2.3 コンテンツの具体例

コンテンツの具体例 として 「1912年枝光 における洋釘の生産開始」を以下に示す。

X

Z編集⑤籠 弍 〃醐 箇 書式(麟劫 摂◎i
}ぺ ぶ一/

凶=.`ろ 袖 川幽 ヨ1

i▲

」ヒ払超星章技 租史

yifwク ス 枝光における洋灯め生産開始

は

、に

で
れ
後

本
き

◆

口
入
た

経
緯

現在も擦る安田製打所操業時の工堪建屋.
辰野金吾によるユニークな工場建築.

来

性に著目して、
で特許局に 、鉄所

の鉄を

用いられてきた.に
きれた.当 時日本に

ルーフ)を繁い 」
事 への参入を図 った

を擢屈 して、1
の鉄鋼製品の一

産業業種 機械工業

套i歳ぷ 安田製打所

企業名変遷 安田工業

製品 釣

り ら洋釘が輸
がなかつ

の将来
の の昭介
を さ 」.八幡製

であ.

産業開運 鉄鋼二次加工

£蔭、.
ぎ

一

で

・∨

西暦年1912月 ノ日tl/25

三漂 枝光支店

ホ、ム
ページ

東京深川力め鉄素材の入手の便を求めて八幡製鉄所隣接
地に工場を建設。

技領者 山口武彦

起業者 安田善次郎

諫 日
ぎ
技 洋翼蓮

沼

ま

いてきれ
て 、≧

bi－本づ(火 造り)で製作していた.西 欧1=お
お=る 成形技術が19世紀初頭には実用化

の釘 一'た めには、大量に生産された価格の安い
めらh..の ために技術者の米国派遣や外人技師Φの導1=

って、国産化bintし遂げられた. S

で

か

鋳冷 釘の製造技術
ぷ零 質料鉄鋼線材→酸洗→冷間t幟 →製Sl(ヘッディング・切断・胞釘)

展 薄打の輸入圧力に抗 して、製釘事業は苦 しL"経営に追い込まhたhi、
閤 醜i菱蝋 中などの願 下1=おし'T・国産化の繭 は安定供給を偲

現在の住宅建設で用いる枠組垂工法は針釘接合部の信頼性の上に成 り立
っている.

弐ぷ 洋鉄釘の製造

蚕業 安田工業(性)八橋工場 旧安田製打所枝光支店
ご….壷

㍍ 「;枝光工場における釘生産状況

.、 『五十年史』:大 和工業株式会社.『安田善次郎伝』
=保 善社◆

皿1∪4回遷↓-4 =く・「ぶ ⊇、■』

LL'、'` 丁'.,}`'γ' 潔疋…＼r

図1-1

:・ド ・』:=/

北九州産業技術 トピックスのコンテ ンツ例
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また、上記北九州産業技術 トピックスと関連する、

統計データのコンテンツ例を以下に示す。

ものづ くり、産業遺産、人物録

遠 ファイル〈E)編 集⑤ ∵モーードqゆ 選択⑤ 書式Φ ○ス男プト◎ ウィンドウ《遡 ヘルフ'⑱・

技術 洋繋留の製造

技
術
の
変
遷

」ヒ九経 誤 飲 もの づ く り

釘は古くから用いられてきたが、昔の釘は鉄板あるい ま鉄棒か

ら槌と金敷きで鍛造して作られていた。現在のように鉄線を引き

抜いて、切断し、頭を打ち出す方法が用いられはじめたのは、17

世綻傾 からと考えられている。そして室温で成形するC令聞加工)

空押しといわれる方法で作られるようになったのは1B世紀後半

過ぎのことである。

本格的な製打継械の灌腸は、1777年に米国のウィルキンソン

の使ったものであるとされているeさらに1798年には一工オ呈で線

の裁断と頭打ちが出来る方1劫「seg明され、本格的な製釘方法が

出来上がっていった。

ε簾靖国ぽ 蕎こ減 分 華美!ド
t・.ma;

/

効
果

.
農
閑

X

」到避
く▲=

洋釘の国産化は添付したグラフに示すように、安田製釘所の生

産量の伸びにともない、浮野の輸入量が著しく低言乱 ていることが

認められる。

現在広く住宅施工に用いられる枠組壁工法(ツーバイフォー工

法)では、従来の軸組工法と異なり、壁が家屋の重量を支持する

方法である。枠組壁工法では、釘打ち接合の高い信頼1生が求め

られ、また従来に比べて数倍程度の釘を使用するために、釘の

重要性は大きい。

夏

日

〃

ーーー一■
8

技
術
の
内
容

鉄線から釘を作る工程

鉄線を固定→ポンチで頭を成型
→所定の長さで切断して釘先をつくる

古来の釘の作り方は一本づっ高温で成形する方法で

あったがL長 い鋼線材力め室温のまま連続的に切断と頭打

ちを繰り返すことによって大量の釘が製造される。高温に加

熱しないので、釘は硬く、また表面に酸化物が発生せず、

釘に求められる特性が実現できる。

参 考 安田店三郎:脂1』、但書社
訓 器授擶体㍊∈凝管 肛翻翻士

子.ト
…

図1-2 ものづ くりのコンテンツ例
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il濠 フ〆ル〈Eゼ編集{£)

北 九 州 産.美技 ・術 史 北九州産業遺産

産業遺産 安田工業(株)八幡工場 旧安田製釘所枝光支店

北九州市八幡東区枝光2-2-7

北九州市・北九州都1利島会:『北九州市の強築』、第3版、1996年

糞

1旦qU84iヨ1主1フ うウスt/=・』』='』▼セ1

説 明

近代 日本の建築界の ⊂工場
建築の代表であり、エナ 作 であ
ることを示している。 や日:など

、明治 名な 、外国人
を脱して日所

の建築は工
文化財とし「
あるためにハ
る壁面 って単調醜 いら
てい 続く工場の壁は片 ランダ

せる採光用の立ち 構成さ
れ、ヨーロッパの町並みを思わせる楕 見せてい
る。

議 溌iii謹恕i鍵麟 野 謝 刀}cs¥SJE

X

alal&

ぷ

図1-3産 業遺産のコンテンツ例
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X

業績

北九州産業技術史

山口武 彦(やまぐち たけひこ)

人物録

浮野の製造技術を習得 して、国産化を実現した。後
に山武商会、 日本酸素、日本精工などの会社 を

興 した。

誌

ユ00u舗鱈1エ12瀕 スニ

肖像写真

略 伝 生年 ・没年1869-ISB2

薩摩藩の上級武士の子として生まれ、東京職工学校(現=東京工

業大学)に学び、農商務省特許局に就職した。機械関係の特許審

査を通して、日本の機械工菜の遅れを痛感し、自ら実業界において

日本の機械工業に尽くしたい志をもった。

折りしも、特許局長であった高橋是清の紹介により、安田善次郎

の経営する安田製打所に招かれ、米国において技術を学び、日本

最初の洋紅製造の技術開発を進めた。

製釘所を退職後、一時北海道鉄道会社に籍をおいた然 ドイツの

撰械工具メーカーの代理店「欧米楳械工具直輸入・山武商会」吃設

立した。

創業精神の旺盛な山口は酸素の工業化・国産化の重要性に着 目

して、日本酸素を設立した。田本酸素は192e年1C小倉工場を建設

し、八幡製鐵所などの需要に応えた。

また日本精工や山武製作所など工作機械生産に展開し、さらに

工業計器メーカーへ進み、山武ハネウェルを作り上げた。

パ
「

図1-4人 物録のコンテンツ例

一21一



瞳 フMル凹:編 集(D㌔ ド⑭ 選択⑤ 書式(Pス 物外 ◎ 、ウ小 力⑩ ～げ⑭

X
・週2d

北九州産業技術吏 蕎.計

統計 安田製釘所枝光工場の丸紐生産状況と輸入量の推移

統計デニタ

デ 一夕
説明

lt'i{,

1'国 ・

:く 、・

…

ぷ
66
弓
養

キ

`

ヤ

窯

ξ
ミ

≒

・昭
8
S

た

円

・縫 取1

枝光工場における副菜(1912年9月)以庭の
丸針生産樽鼓と全国輸入樽数の年次毎推移

拝打の国 産化⑦効果海潮 らかである.

図1-5統 計データのコンテンツ例
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1.2.4産 業技術発展データ収蔵のためのプロ トタイプ ・データベース構築

北九州における産業の発展 と革新を跡づける多 くの記録や資料を収集 ・整理 し、そ

れ らか ら得たコンテ ンツをデータベース化 してお くことは、産業技術にかかわる記録

の次世代への継承や国際的 情報発信において重要となる。さらにこのプロトタイプ ・

データベース構築に当たっては、その展開の先にある産業技術博物館(バ ーチ ャル ・

ミュージアム)を 念頭 にてお く必要がある。そのため今回のプロ トタイプは下記 を基

本 としてシステム設計 を行い、システムの構築を行った。

(1)Webシ ステム

今後のイ ンターネ ッ トを利用 した公開を考慮 してWebシ ステム(Webク ライアン ト

/Webサ ーバ)と した。 このメ リッ トは、クライアン トは特別なソフ トウェアを用意

す る必要がなくWebブ ラウザのみで利用が可能(注1)な ことである。また複数のク

ライアン トの利用が可能であり、システムの拡張性、移植性および開発/メ ンテナン

スの容易さも上げられ る。

(注1)動 画の表示 には、Webブ ラウザへFlashの プラグイ ンが必要(2.2.4を 参照)。

(2)リ レーショナルデータベース

データベースシステムにはリレーショナルデータベースであるOracleを 使用 した。

「北九州産業技術 トピックス」、 「ものづ くり」、 「産業遺産」、 「人物録」、「統計デー

タ」等のコンテンツをベースに、テーブル作成やデータベースへの登録な どを行 うこ

とでコンテ ンツ管理が容易になるとともに、年表および北九州産業技術 トピックスの

テーブルへの関連付け(リ ンクをはる)時 のキーワー ド検索 を可能 にした。

(3)マ ルチメディア

テキス トや静止画のみな らず、動画や音声を扱えるマルチメディア対応のシステム

を目標とした。

(4)WindowsNT4.0

プラ ッ トフォーム としてWindowsNT4.0を 採 用 した。理 由は、Webサ ーバが運用 で

き、リレー シ ョナル デー タベー ス(Oracle)が 利用で きる こと、またマル チ メデ ィア(テ

キス ト、静 止画、動画 、音声)を 表現 す る上で さまざまな ツール が用意 され、GUI(グ

ラフィ ックユーザイ ンター フェース)が 使用 可能な ことであ る。

詳 細 につ いては、 「2.構 築 シス テム」で説 明す る。
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1.2.5語 り部 と してのデ ータベ ースの実験

利用者が単に閲覧するだけでな く、ガイダンス機能 を有する、すなわち 「語 り部」

としての機能を具備するデータベースの開発 を目指 したかった。北九州 に製鉄所が建

設 されるまでの過程を歴史的、地理的、人的視点より解説するオーサ リング機能の付

加 を実験的に試みた。

(1)「 洞海湾頒(作 火野草平)」 の文章表示および音声による詩の朗読。

(2)北 九州産業技術史の概説をイ ンタラクティブに紹介。利用者 のボタ ン操作 に

よりス トー リーが進行する。

詳細 につ いて は、 「2.構 築 システ ム の画面2、3」 で説 明す る。
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1.2.6開 発 体 制

(1)実 行Gr

㈱ 日鉄技術情報センター 常任顧問

主席研究員

情報サイエンス部

情報サイエンス部

新日鉄情報通信システム㈱ 科学技術システム部

中村正和(統 括 リーダ)

松尾宗次(調 査、分析)

杉 田州男(調 査、分析)

田内宏明(シ ステム設計)

柳沢 久(シ ステム構築)

(2)現 地支援Gr

北九州市 企画局、経済局 (企画構想、現地産業界のオーガナイズ)

(3)ア ドバ イザーGr

増子昇

黒田光太郎

中村崇

長井寿

東京大学名誉教授

名古屋大学教授

東北大学教授

金属材料技術研究所タスクフォースリーダー

1.2.7作 業 ス ケ ジ ュ ール

項 目 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

1.調 査 ・収 集

1 1

基本計画 〔現地調査〕
`

〔現地調査〕

II

調査⇒
1

企 画&ス トニ リ

2.シ ステム構 築
1

DB機 構設計
■

■1
`

システム製作

[ン, 1

画像修復

』
ナレーション 1㍉ ■

1

総合編集

1　 .■

ま とめ

3.博 物館構 想 一
立案

4.委 員会 ▲

第1回

▲

第2回
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2.構 築 システム

2.1シ ステム概要

2.1.1シ ステム構成

本システムは、Webブ ラウザ/Webサ ーバを1/Fに 採用 したデータベースシ

ステムであ り、システムの拡張性、移植性および開発/メ ンテナンスの容易さを考慮

している。また、インターネッ トでの公開も可能なシステムである。本 システムの機

能概要を下図に示す。

Webク ライ ア ン ト

Webブ ラウザ

↑一↓

※プ ラグ イン

皿ashプ レーヤー

Webサ ーバ

↓ ↑

←

OLEDB

lXSPモ ジュール

Flash

ムーヒ㌧ フ ァイ ル

画像データ

↓ ↑
ODBC

Net8

図2-1

→
<一

ブラウザ画面で ク リック等 の操 作 を行 うとWebサ ー バ は、Windows-NTの サー

バーサイ ドス クリプ トのエ ンジンであ るASP(ActiveServerPage)を 実行 す る。

ASPはADO(ActiveDataObject)に よ りデー タの管理 を統 括す るOLEDBを 介

して、ODBC(OpenDataConnectivity)経 由でOracle8iの1∠Fで あるNet8に ア ク

セ ス し、DB検 索 を行 いHTMLに 編 集 して表 示 を行 う。

また 、動画(ム ー ビー フ ァイル:Flashコ ンテ ンツ)はFlashの プラ グイ

ンを用 いて表示する。
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2.1.2開 発 ・実行環 境

本 システムはWindowsNT4.0上 で動作 し、実行 にはWebサ ーバ/ブ ラ ウザ 、デー

タベー スシステム を必 要 とす る。 また、メ ンテナ ンスに はマ ク ロメデ ィア製のFla

shを 必要 とす る。実 行環境 及び メ ンテナ ンス に必要 な ソフ トウェア を下 記 に示す 。

(1)オ ペ レー テ ィ ン グ シ ス テ ム

MicrosoftWindowsNT4.0十 〇ptionPack十SP6a

(2)Webサ ー バ ※WindowsNT4.0標 準

MicrosoftIIS4.0(ASP、ADOを 含 む)

(3)デ ー タ ベ ー ス 接 続

OracleODBC(8.Ol.05.00)十Net8

(4)デ ー タ ベ ー ス

OracleOracle8iWor㎏roupServer(8.1.5)

(5)Webブ ラ ウザ

MicrosoftIE4.0

マ ク ロ メデ ィ アFLASHプ レー ヤ ー(プ ラグ イ ン)

〃FLASHVer4 .0(開 発 用)

(6)そ の 他(デ ー タ メ ンテ ナ ン ス用)

FileMakerFileMakerPro4.0(デ ー タ 収 集 及 び修 正 用)

MicrosoftAccess97(ODBC経 由 に よ るOracleDBの 操 作)

2.1.3デ ィレク トリ構成

本 システムはデータベースを除いて1つ のディレク トリ(本 システムのルー トディ

レク トリ)下 に格納 される。以下 にシステムで使用するファイルを述べる。なお、デ
ータベース(oracle)フ ァイルはoracleシ ステムをインス トール したデ

ィレク トリ下に作成 される。

ルー トディレク トリ直下にはASP実 行 ファイル、HTMLフ ァイル、および各種

の画像/ア ニメーションを納めたサブディレク トリが作成される。なお、ルー トディ

レク トリ名は変更可能(デ フォル ト名称kkＬveb)で あるが、ルー トディレク トリ下

の各ファイル及びディ レク トリ名は変更できない。

以下にファイル及びサブディレク トリを示す。
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・HTML及 びASP実 行ファイル

ファイル名 内容

lndex.ntmi トッフベー シ(洞 海湾頒呼 ひ出 し,

menu.html 上部 メニュー

fO2-TOOlnenpyo.asp 上部メニュー,年 表画面呼び出 し

pO2-TOOlnenpyo.asp 年表画面

pO3-TOO2topics.asp TOPICS画 面

pO4-anim.html 概要(～ 九州に鉄を呼寄せた～呼び出し)

pO5-TMO2isan.asp 産業遺産画面

pO6-TMO3mono.asp ものづくり画面

pO7-TMO4tohkei.asp 統計画面

pO8-TMO5person.asp 人物録画面

・サブディレク トリ

サ ブディレク トリ名 内容

Anime アニ メー シ ョンフ ァイル

GazoO3 _Topics TOPICSデ ータ画像 ファイル

GazoO51san一 産業遺産用画像ファイル

GazoO6Mono一 ものづ くり用画像ファイル

GazoO7Tohkei一 統計データ用画像ファイル

GazoO8Person一 人物徴用画像ファイル

GrOIHyoshi 表紙用画像ファイル

GrO2Nenpyo 年表用画像ファイル

GrO3Topics TOPICS用 画像 ファイル

GrO4Anime アニメーション用背景画像

GrO51san 産業遺産用画像ファイル

GrO6Mono ものづくり用画像 ファイル

GrO7Tohkei 統計用画像ファイル

GrO8Person 人物徴用画像ファイル

Gr99Menu メニュー用画像 ファイル

StyleText スタイルテキス ト

なお、サブディレク トリ下には多数のファイルがあるため詳細は省略するが、各フ

ァイルはファイル拡張子によ り分類される。各拡張子の機能は以下 の通 り

.html HT肌 ファイル

.asp ASPフ ァイル(ASPプ ログラム部 はWebサ ーバで 実行)

.swf Flashム ー ビー フ ァイ ル

.gif 田F画 像ファイル

.jp9 JPEG画 像 フ ァイル

.CCS スタイルテキス ト
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2.1.4デ ータベ ース構成

本 シス テム の デー タベー スは リレー シ ョナル デー タベー スで あ り、以 下 の7つ の

テーブルで構 成 されて い る。各テー ブルは コー ドによって年表 ・産 業技術 史 テー ブル

へ 関連付 け られて いる。

・年表 テー ブル(名 称:TOO1)

・産業 技術史 テー ブル(名 称:TOO2)

・時代 背景 テー ブル(名 称:TMO1)

・産業遺 産 テー ブル(名 称:TMO2)

・ものづ く りテー ブル(名 称:TMO3)

・統 計テー ブル(名 称:TMO4)

・人物 録 テー ブル(名 称:TMO5)

各テーブルの関連は以下の通 り。

西暦

表示No

和暦

産業動向

技術 トピックス

(産業 技術史]一ド)

技 術トピックス

技 術者(人 物 コード)

起業 者(人 物 コード)

彩形
多

産業技術史コード

TOPlCS 無産縫i萎鶯麟
産業遺産}ド ← 産業遺産干ド

時撒 膓蘭 〆 産業遺産 産業遺産

西暦 一 所在地

背景説明 TOPlCS画 像file名 出典

TOPlCS画 像 説明 説明
、 ρづ 繰 遺産画 像file名

人物コード
一

予

一

●

→

展開

氏名 殿
生年没年 企業名

鞭 工場名

所属1 企業名変遷

所属2 ホームペ ージ

⌒ 起業西暦年

縮 起業和暦年

人物画像file名 起業月日

産業業種

産業関連

製品

技術者1(人 物コード)

技術者2(人 物コード)

技術者3(人 物干ド)

起業 者1(人 物コード)

起業者2(人 物 一ド)
一

←

ものづ く りコード

x瀞 砺1鯛4爵 ぐ 起業者3(人 物コード) ものづくり

統計 コード
一

北九州立地 一
統計タイトル もの づ く りコード 司 もの画像file名

出典資料 ものづくり もの画像説明

統計 画像file名 技術内容 技術内容

統計 統計 コード 効果展開

データ説明 統計 …
図2-2

一29一



2.2シ ステムインス トール手順

本 システムの実行するには今回開発 したファイルのインス トールの他、Webサ ー

バの設定、およびブラウザヘプラグインのイ ンス トール等が必要 となる。

インス トール設定手順を以下 に示す。なお、以下のイ ンス トールの前にOracleの

イ ンス トールを行 っておく必要がある。Oracleの イ ンス トール について は該 当マニ

ュアルを参照の事。

2.2.1シ ステム フ ァイル の コ ピー

本 システ ムをイ ンス トールす るハー ドデ ィス クに本 システムのル ー トデ ィ レク トリ

(デ フォル ト名:kh _web)を 作 成 し、配布媒体 のkh_Webデ ィ レク トリ以下 の全 て

の ファイル)を 、デ ィ レク トリ下 に コ ピーす る。

2・2・2Webサ ーバ ー(llS4.0、ODBCの 設 定)

(1)管 理 コ ンソール によるプ ロパテ ィの設定

Windows-NTのMicrosoft管 理 コンソール を用 いて

・本 シス テムル ー トデ ィ レク トリのプ ロパテ ィのデ ィ レク トリの ア クセ ス権

を"ス ク リプ ト"か ら、"実 行(ス ク リプ トを含 む)"に 変更

・ロー カルパ スの"デ ィ レク トリの参 照を許 可す る"を チ ェ ックす る
。

・プ ロパ テ ィの ドキ ュ メ ン トの"既 存 の ドキ ュ メン トを使用 す る"に 本 シス

テム のindex.htmlを 指 定す る。

(2)シ ステ ムDNSの 設定

ODBCデ ー タ ソース ア ドミニ ス トレー タ によ り、"OracleODBCDriver"

を選択 し、 システムデー タソース の追 加 を行 う。

デー タソース名:kkWeb

ユーザ ーID:scott

パ ス ワー ド:tiger

と設定す る。

※上記3項 目の値 を変 更 したい場合 は2.2.3を 参照 。

なお 、値 を変更 した場合 は実 行 フ ァイルASP内 の設定

DSN=kkWeb

UID=scott

PWD=tiger

も変更す る必要が あ る。
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2.2.3デ ータベ ース

本 システム用 のデー タ作成ス ク リプ トを実行 し、テ ーブルの作成 及び デー タのイ ン

ポー ト(デ ー タベー スへ登録)を 行 う。

なお 、デ フ ォル トで はOracleの デ フォル トユ ーザ(UID=scott)を 使用 し、テ
ー ブル スペー ス もOracleの イ ンス トール時 に作成 され るテー ブル スペ ース を使用す

る様 になって い る。これ らを変更す るには、Oracleの ツール を用 いてユ ーザ の作成 、

テー ブルス ペ ース の作成 を行 う必要が あ る(Oracleの ツール に関 して は該 当マニ ュ

アル を参 照 の事)。 そ の後 、 デー タ作成 ス ク リプ ト内の該 当項 目の値 を変 更 の上、ス

ク リプ トを実行 す る。(デ フォル トの設定 を使 用す る事 を推奨 す る)

参考までに各テーブルの作成文 を以下に示す。

(1)年 表 テ ー ブル

createtableTOOlnenpyo

( seireki

dspno

wareki

sangyo_doko

topics_code

topics

gijutsusha_Code

kigyosha _oode

varchar2(4)notnul,

varchar2(2)notnul,

varchar2(6),

varchar2(40),

varchar2(8),

varchar2(60),

varchar2(8),

varchar2(8)

)

(2)TOPICSテ ー ブ ル

createtableTOO2topics

( TOO200de

tOPlcs

sangyoＬsanＬcode

sangyoＬsan

sanko _siryo

TOO2 _gazo

gazo_bun

kei

tenkai

rekisi

kigyomei

kojomei

kigyomeLhensen

homepage

varchar2(8)

varchar2(50)

varchar2(8),

varchar2(140),

varchar2(180),

varchar2(80),

varchar2(140),

varchar2(800),

varchar2(800),

varchar2(800),

varchar2(30),

varchar2(30),

varchar2(60),

va1℃har2(60),

primarykey,

notnul,
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setsurltsuseirekinen

SetSUritSUWarekinen

SetSUritSUtSUk皿U

SangyO _gyOSyU

sangyo _kanren

se丑im

9】Jutsusya1_code

gijUtSusya2_code

9】.jutsusya3_code

kigyosya1 _code

kigyosya2 _oode

kitakyushurichi

monocode

mono

mono _nalyo

tohkeicode

tohkei

varchar2(4),

varchar2(6),

varchar2(12),

varchar2(30),

varchar2(50),

varchar2(30),

varchar2(8),

varchar2(8),

varchar2(8),

varchar2(8),

varchar2(8),

varchar2(120),

varchar2(8),

varchar2(40),

varchar2(320),

varchar2(8),

varchar2(60)

(3)時 代 背 景 テ ー ブル

createtableTMOljidai _haikei

seireki

haikei

varchar2(4)

varchar2(60)

(4)産 業 遺 産 テ ー ブル

createtableTMO2isal1

TMO2code

lsan

syozaichi

syutten

setsumel

TMO2gazo

varchar2(8)primarykey,

varchar2(50)notnu皿,

varchar2(100),

varchar2(150),

varchar2(800),

varchar2(80)

TMO3code

mono

sanko _siryo

TMO3 _gazo

varchar2(8)primafykey,

varchar2(50)notnu皿,

varchar2(150),

varchar2(80),
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gazo_bun

gtJutSu_nalyO

koukatenkal

gijutsU_hensen

varchar2(200),

varchar2(800),

varchar2(800),

varchar2(800)

(6)統 計 テ ー ブ ル

createtableTMO4to]b玉(ei

TMO4code

to]ヒtkeititle

syutten _S皿yo

TMO4Lgazo

tohkei

datasetsumei

varchar2(8)primarykey,

varchar2(40)notnuU,

varchar2(150),

varchar2(80),

varchar2(60)notnUl1,

varchar2(200)

(7)人 物 録 テ ー ブル

createtableTMO5person

TMO5code

shimei

seibotsunen

gyoseki

shozokul

shozoku2

sanko _siryo

ryakuden

TMO5 _gazo

varchar2(8)primarykey,

varchar2(50)notnull,

varchar2(9),

varchar2(220),

varchar2(60),

varchar2(60),

varchar2(150),

varchar2(1200),

varchar2(80)

2.2.4ブ ラウザ

本 システ ムを参照 す るク ライ ア ン ト側 のコ ンピュー タにはShockwaveMashの プ

ラグイ ンのイ ンス トールが必要 。ShockwaveFlashは マ クロメデ ィアのイ ンター ネ

ッ トサイ トよ りダ ウ ン ロー ド可能。
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23シ ステム操作説明

ブラウザを起動 し、以下の例の様にURLを 入力し トップページの表示を行 う。

指定例:

ア ドレスhttp://ホ ス トマ シ ンの ア ドレス/scripts/kkＬTeb/

*イ ンス トールにおいて本システムのディレク トリをscriptsと した場合

基本的な操作は一般的なブラウザ の操作方法 と特 に変わ らない。以下に各画面の関

連 と操作方法を示す。
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2.3.1画 面遷移

本 システムの画面の関連図を以下に示す。

画面 ・・トップページ .一 一 一 → 璽面2・ 洞海酬

画面3:産 業史概説

画面4:年 表
一 頃

こ三きニ ーユ ,
t-".'.1・ ・tt.吟.".夕.ぷ偏懸

画面5:TOPICS
.'pSvV齢`xざv《`+}de"、

己 ・ 〉^^忍 」ξ 、

画面6:産 業遺産

ぼ りまやひぴじ　 メけンヅ ぽ

.「 噴s

アゆ カじシつ ぼエウやぬ ロの　 メウ オ サコピ

江 口 漂 品 ㌃ ・識 総;¶'tg:,

口"t.'鎮 参加 仲・w"一・'tt・m論 、n⑨・r>4⇔,湘'〆=〆 ←

言:t:Ppm・s-tマひ び"w・

蕊:i,:'・一－r=一 一 一

㌫ ≡一 一 憲 惚吋`一 … 一`「∵=…w二 　二 三鮮 ㌣}""∵"t'Xvlib ・xiぶ、 一 ー ペヤ

'吾 〔 』』一 芸 ぶ(暴 ハ ◆⇔

画 面9
.:人 物録

≧1・

画 面7:も のづ く り
へ曽 ■w・'移Ptppm .'㌣

茨

、翻⇔

舘
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2.3.2画 面 説 明

(1)画 面1:ト ップページ

起動時の初期画面。システムのタイ トルが表示される。

.照 る 蓑灘 糊 ぴ 織w…scへw瓢 、 ■鴎

i誤c縫 象 議i謹 ⊇.遥 嘉 、i認 。熟 。嘉 譜
i恥 叉 ・'・ば 治 ※三・臨 ・v・㌫}絞 沌 ・ ・il」澱

]

」

※〕巧一効1蚤 ・鷲頁頴.ゑ

割 引拍$一㎜ 熔一輪・輪

べ

図2-4

鑑 嚇 ㌢

操作説明:

ボタン 説明

[芭 」 朗読1η 司¥母湾公貝」PLAY
洞海湾頒呼ひ出 し

概要へ 画面3:産 業史概説 を表示

年表へ 画面4:年 表 を表示
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(2)画 面2:洞 海湾煩

「洞海湾頒(作 火野葦平)」 の朗読および文章表示画面。音声によ り詩が朗読 さ

れる。

]フ ㎡ 鰍鰻 工 鰻!夢 漏 泌,轡 を ぷ=MI'Alへ ぷ魂 ・

iぺ ㌻ 緩#
畑 レスs・:tジ 鰯 〔《鉋 迦,Ptt:・Siハ繍 ≒蜘w

嘉i涙 認.議 ぷ,1ぶ.葱 為

り

画 引抽 一蹴 随一甑 ・・ 目合 晦 裟轍

へ へ

■
諸

・i㌧`二桓

]

1。i緬 づンシー■勺ト⊇一ぴ

T'1

三Lゑ巻 ノtvgtfiSC

図2-5

操作説明:

ボタン 説明

胸 髄 纐 全文表示
朗読を中断し、洞海湾頒全文を表示

囚 トップページへ
画面1:ト ップページ を表示

図 洞海瀬 文頭へ
洞海湾頒 文頭から再生

概要へ 画面3:概 要 を表示

年表へ 画面4:年 表 を表示
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(3)画 面3:産 業史概説

北九州産業技術史の概説をインタラクティブに紹介する。

FLASHム ービーによ り、利用者のボタン動作によりス トー リーが進行する。

…+卿 ㈹ 輪^殴 〔 鎧

eV・ → ・?∂ 託 漠 。識..茜.蕊 ≧ 。義 ∧ 忌

可同時 是4t村 匂"ぼ … ・か階 へne睦 菌>tLas"tlSt'⑭ 熈'・,/1・'w

幽_」 一 隅 一=

ピ ペひ 泡 遅 良 ほ 認 、㎡ 。鷲、譜",為 込 滋 ぶ ・

IL:ny/wv・¥

v
6～ ぼ 宮 阜 、諸 、 話.Nバ ≧,蕊 ∧rd

』些』陪ぷ㎝==一 ばおノひ　 ヅ ビゥれ ニ 　

図2-6

才暗!為'`鈎

操作説明:

ボタン 説明

▽ ス トー リー進行 点 滅) 画 直13:概 要

次 の ス トー リー に進 む

4前 ページ
画面3:概 要 前ページを表示

[〉 次ページ
画面3:概 要 次ページを表示

TOPへ 画面1:ト ップページ を表示
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(4)画 面4:年 表(上 部メニュー)

年表か らリンクす る画面には、上部に共通のメニューが表示 され る。 このメニ ュ
ーによ り画面の移動を行 う。

1フ 河 緬,描 写・W経 済 顕 階 培 斑 ～壊 ⑭ フEtt・

シで 二…㌻ ∵護 …蔓 一驚 二簿 …遁1;…遥二黒.i遥.熟 熟 諸
.れ"話 パ ・、咋贈 輻翻^二∫筈《・別 ち♪'銭嵩ぐば ・甑栂 ス う窒鵡

1藷 ・幽囚蛭 一 鋼
図2-7

㌔ .リンク

操作説明:

ボタン 説明

TOPへ 画 面 ⊥:ト ッフペー シ を表 示

年表へ 画面4:年 表 を表示

戻る ヒス トリーの前画面を表示

進む ヒス トリーの次画面 を表示
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(5)画 面4:年 表

北九州産業技術史の年表が表示 される。年表は15件 単位で表示され、ボタンによ

り年表の前後 に移動す る。

・
k9.・ ご 、註 線 蕊1藻 ・蕊 緩 一遇ll:i恩 ∴ ぎ 箕 一言 ぷ∴ 漣

iVttじス 鰍 ・ぷ 蕊 顧 蜥 ・恒・山 ぷ"{g:,・rJ細 ・、c碍 ・ 、工 学

寮亭驚顔gl』塚工翼

頃溺xぷ 鐸主

,さ烈u.・F二』げ臓K真

制 縛

鍋箒

出●5湊情苫
ウ.駕謬"所翻隷

,口慰縄

題 馨ま搬貢弐信

5壌 尋ほ

薫灘.;翻 民

9x鰻 泰技

た剤づ万態.、…㎞

プ.塁赤錆召ぷ隙羽立

滅二、斑 難{灘:損rぎ 恕衰齢熟 ン欝力i

鋳 ヌ燕むズ^$ミ襲蚕

・さ㌫ぷ潔

んo訟.諺

"-a

工均 羽咋 嚇 吟タ働'浸 燃 轍校・祝や 引

蕪
菜]'

創

}

斑 等減 て

図2-8

操作説明:

ボタン 説明

囚 年表 前ページ
年表の内容を更新(前15件 を表示)

団 年表 次ページ
年表の内容を更新(次15件 を表示)

アンカー 説明

技術 トピックス 回 田b:'⊥'OPICこ5を 表 示

技術者 画面9:人 物録 を表示

起業者 画面9:人 物録 を表示
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(6)画 面5:TOPICS

技術 トピックスの説明が表示される。経緯、展開、歴史については、文章表示領域

を共有 してお り、表示内容の切 り替えは、マウスカーソルを3つ の項 目のどれかのボ

タン上に移動する事で行 う。
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話㊥<■ 喝破標註.

幕白鳥聞事箕割興
釘滉憤零時".叉』
塙■紘 嵯腎岩
松算よもユニー今
な1:煤脅蒔・

賎忠直胡

国
麗

麗寡 鯛鍵 線 樋 ‖が鎌 ら 牲ピきた。鴫鰍:遼
り,外翻から潟1が 翰λされ、蹴 惇 填三疑 れた.

当鰺自蘂 二日浅羽の製造接繕堺 」カ・っ庶.牽 こ宣
田猟鋼磯 壼 タ膓一フ}歪繁い詑安田蒼次齪u聯 ∫
業の将儀蜘;=鶴目しτ.鞍 紅潮蒙へ櫛泰λ裟当っ
た。.老桑た、め溺槙幾溝力蹄☆で機 牛羅じい翻 旧絞 長提議しピ

.聯1技 妬皆練 竜せた。」w製 鉄
蕗の敦ε籔用も在韻 籏滅 鏑 品の二次劒工σ湖
で肪る〔

拗 τkり

、「㌘ ピ ・ぶ

熟噂 鎮 書斐縛i閣 議 礫 耕・…噛
溌一・繍 神ぼ →鱒 ぎ《へ憾 ごイン
グ・影断 ・爵誇P

紗

鮪1'

酬'.工 晒 づ'㈱靹 囲▲ 輪鱒碗 己Jblasx^Nkrb=ditt 、,1、,,,灘`:』 …遠z≒i蜘 日「

図2-9

操作説明:

ボタン 説明

日 経刷 点灯)
共有領域に経緯を表示

口 展開鳳)
共有領域に展開を表示

回 歴蝋 点灯)
共有領域に歴史を表示

アンカー 説明

産業遺産 画 面b:座 乗遺産 を表ポ

ものづ くり 画面7:も のづ くり を表示

統計 画面8:統 計 を表示

技術者 画面9:人 物録 を表示

起業者 画面9:人 物録 を表示
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(7)画 面6:産 業遺 産

産業遺産についての説明が表示される。
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図2-10
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操作無 し(上 部 メニューのみ)
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(8)画 面7:も のづ く り

ものづくりの説明が表示される。
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図2-11

操作無 し(上 部 メニューのみ)
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(9)画 面8:統 計

グラフ等の統計情報が表示される
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操作無 し(上 部メニューのみ)

(10)画 面9:人 物 録

人物についての略伝等の説明が表示 される。
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2.4デ ータ登録

データベースへのデータ登録はCSVフ ォーマッ トのフ ァイル を用 いて行 うが、

原データの管理はCSVフ ォーマッ トではわか りにくいため、本 システムではファイ

ルメーカーProを 用いて原データの作成を行った。ただ し、原データの作成はファイ

ルメーカーProに 限定されるわけではなく、CSVフ ォーマッ トのファイルを作成出

来るソフ トウェアであれば使用可能である。

2.4.1デ ータの メ ンテナ ンス

フ ァイル メーカーProに よ りデー タの メンテナ ンス を行 う場合 は、 図2-14の よ

うな処理 の流れ とな る。画像 デー タに関 して は、 フ ァイル メーカ ーProよ り取 り出す

か 、原デー タの ファイル 名 をコー ドに合わせWebサ ーバ に格納 す る必要 が ある。

原 デー タ

フ ァイル メー カーPro

口
画像データ

口
‡

＼

i
画像データ

ー14

CSVフ ァイル

/

2.4.2フ ァイルメーカーProの ファイル構成

今回登録 した原データのファイルを以下に示す。

ファイル名 内容

北九州100.FMJ 技術 トピックスデータの登録

産業遺産.FMJ 産業遺産データの登録

ものづ く り.FMJ ものづくりデータの登録

統 計.FMJ 統計データの登録

人物録FMJ 人物録データの登録

年表.FMJ 年表データの登録

↓
ACCESS

ODBC

Net8
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2.4.3技 術 トピックスデータの登録

テーブル ごと(原 データの種別 ごと)に 登録画面がある。以下に技術 トピックス

データの登録方法 を示す。

(1)技 術 トピックスデータ 登録画面説明
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(2)技 術 トピックスデータ 登録手順

①登録画面:新 規 レコー ドを作成 し、データを入力する。

②一覧画面:画 像ファイルが 餌 の場合、 「画像フォーマ ッ ト」欄に入力する

(リス トか ら選択)。

③一覧画面:産 業遺産データを登録済みの レコー ドについて、「産業遺産 コ
ー ド」欄に入力する(リ ス トか ら選択)。

④一覧画面:も のづ くりデータを登録済みのレコー ドについて、 「ものづ く

りコー ド」欄 に入力す る(リ ス トか ら選択)。

⑤一覧画面:統 計データを登録済みの レコー ドについて、 「統計 コー ド」欄

に入力する(リ ス トか ら選択)。

⑥一覧画面:入 力した技術者、起業者にっいては、必ず 「人物コー ド」欄 に

入力する(リ ス トか ら選択)。 リス トにない人物 については、

人物録FMJに 氏名を登録後、「人物コー ド」欄 に入力する。

⑦一覧画面:レ コー ドをエクスポー トし、CSVフ ァイルを出力する。

⑧出力したCSVフ ァイル を、ACCESSに 読み込む ことによ り、ODBC接

続 されたOracleに 登録 される。

⑨ レコー ドに対応す る画像 ファイル名を変更する。変更後のファイル名 につ

いては、一覧画面を参照する。

2.4.4産 業遺産データの登録

以下に産業遺産データの登録方法を示す。

(1)産 業遺産データ 登録画面説明

ボタン 説明

新規 新規 レコー ドを作成
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'

ア ー タ ー

(2)産 業遺産データ 登録手順

①登録画面:新 規 レコー ドを作成 し、データを入力する。

②一覧画面:画 像ファイルが 〆 の場合、 「画像 フォーマ ッ ト」欄に入力す る

(リス トか ら選択)。

③一覧画面:レ コー ドをエクスポー トし、CSVフ ァイルを出力す る。

④ 出力したCSVフ ァイルを、ACCESSに 読み込むことによ り、ODBC接

続されたOracleに 登録 される。

⑤ レコー ドに対応する画像 ファイル名を変更す る。変更後 のファイル名につ

いては、一覧画面を参照する。
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2.4.5も のづくりデータの登録

以下にものづくりデータの登録方法を示す。

(1)も のづ くりデータ 登録画面説明

ボタン 説明

新規 新規 レコー ドを作成
一覧

図2-19も のづ くりデータ

ボタン 説明

エクスポー トCSVフ ァイルを出力

図2-20
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(2)も のづ くりデータ 登録手順

①登録画面:新 規 レコー ドを作成 し、データを入力す る。

②一覧画面:画 像ファイルが 餌 の場合、「画像フォーマ ット」欄に入力する

(リス トか ら選択)。

③一覧画面:レ コー ドをエクスポー トし、CSVフ ァイルを出力す る。

④出力したCSVフ ァイル を、ACCESSに 読み込む ことによ り、ODBC接

続 されたOracleに 登録 される。

⑤ レコー ドに対応する画像 ファイル名 を変更する。変更後のファイル名につ

いては、一覧画面 を参照する。

2.4.6統 計データの登録

以下に統計データの登録方法を示す。

(1)統 計データ 登録画面説明

ボタン 説明

新規 新規レコー ドを作成

図2-21統 計データ 登録画面
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図2-22統 計データ ー覧画面

(2)統 計データ 登録手順

①登録画面:新 規 レコー ドを作成 し、データを入力する。

②一覧画面:画 像ファイルが 証 の場合、「画像 フォーマ ッ ト」欄に入力する

(リス トか ら選択)。

③一覧画面:「統計タイ トル」欄に入 力す る(全 角15文 字まで)。

「統計→タイトルコピー」ボタ ンで、統計フィール ドの値をコピー し、

15文 字以下に編集する。

④ 一覧画面:レ コー ドをエクスポー トし、CSVフ ァイル を出力す る。

⑤ 出力したCSVフ ァイルを、ACCESSに 読み込むことによ り、ODBC接

続されたOracleに 登録 される。

⑥ レコー ドに対応する画像 ファイル名を変更する。変更後のファイル名につ

いては、一覧画面を参照する。
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2.4.7人 物録データの登録

以下に人物録データの登録方法 を示す。

(1)人 物録データ 登録画面説明

図2-23人 物録データ 登録画面
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(2)人 物録データ 登録手順

①登録画面:新 規 レコー ドを作成 し、データを入力する。

②一覧画面:画 像 ファイルが 〆 の場合、 「画像 フォーマット」欄に入力する

(リス トか ら選択)。

③一覧画面:レ コー ドをエクスポー トし、CSVフ ァイル を出力する。

④出力したCSVフ ァイル を、ACCESSに 読み込むことによ り、ODBC接

続 されたOracleに 登録 される。

⑤ レコー ドに対応する画像 ファイル名を変更す る。変更後のファイル名につ

いては、一覧画面を参照する。
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2.4.8年 表データの登録

以下に年表データの登録方法を示す。

(1)表 データ登録画 説明

酬 三}::c"・繍肖…1」"」Sgi-一 迫 等ノ ㌔●籠ぶ

ボタン

新規

ソー ト(年)

エクスポー ト

トピックス

貼 り付け

データ更新

説 明

新規 レコー ドを作成す る。

西暦 年順 に レコー ドをソー トす る。

選択 中の レコー ドにつ いて 、デー タをコ ピーす る。

参 照キー:「 産業技術史 コー ド」

コ ピー元:

北九州100.FMJrト ピックス」 フィール ド

貼 り付 け先:

「技術 トピックス」 フィール ド

全 ての レコー ドに対 して、 以下の処理 を行 う。

参 照キー:「 産業技術史 コー ド」

(1)西 暦 年データ をコ ピーす る。

コ ピー 元:北 九州100.FMJ「 西暦年 」

貼 り付 け先:「 西暦 年」

(2)技 術 者 コー ドをコ ピーす る。

コ ピー元:北 九州100.FMJ「 技術者1コ ー ド」

貼 り付 け先:「 技術者 コー ド」

(3)起 業 者 コー ドをコ ピーす る。

コ ピー元:北 九州100.FMJ「 起業者1コ ー ド」

貼 り付 け先:「 起 業者 コー ド」

5 ア ー
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(2)年 表データ登録方法

①登録画面:新 規 レコー ドを作成 し、データを入力する。

「技術 トピックス」欄:「 産業技術史コー ド」欄 に入力されている場合は、

「トピックス貼 り付 け」ボタンで トピックスをコピー し、編集する。

「技術者コー ド」 「起業者コー ド」欄:「 技術者」 「起業者」欄に入力した

場合は、必ず 「人物 コー ド」欄 にも入力する(リ ス トか ら選択)。

リス トにない人物については、人物録FMJに 氏名を登録後、入力する。

②登録画面:レ コー ドをエクスポー トし、CSVフ ァイル を出力す る。

③ 出力したCSVフ ァイルを、ACCESSに 読み込む ことによ り、ODBC接 続

されたOracleに 登録 される。
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3.今 後 につ いて

3.1期 待 され る効 果

今回は1945年 までの北九州産業技術 トピックスをデータベース化 した。戦後の産

業復興や環境問題などに注 目しなが ら1945年 以降の トピックスを編纂 しデータベー

ス化 してい く計画である。

このデータベースはインターネッ トを利用 した公開を考慮 してWebシ ステム として

設計 している。北九州ひいては日本の産業技術 の記録を、メッセージを持って、広 く

社会に発信 していくこと力河 能である。次世代 を担う若い人たちに 「日本の物作 りの

記憶」が継承されてい くことこそが このデータベースの最大の効果であると信 じてい

る。

データベースをもとにした産業技術史研究の進展を促 し、その成果は日本のみな ら

ず国外の今後の産業のあり方に重要な指針を与えることが確実に期待 される。

ものづ くり離れ、理工学離れが問題 となる現在、産業技術 の発展の跡を辿 り現在の

恩恵が与え られている姿を提示する産業技術博物館の存在は極めて重要である。デー

タベースの構築を通 して、展開の先にある博物館像を構想す ることは、産業技術博物

館の実現の起点である。

3.2今 後 の展開

(1)北 九州産業技術史の調査 ・企画

今回の課題では創生から終戦まで(1868年 か ら1945年)の 北九州産業技術史の

データ収集 と体系化 を行 い、コンテ ンツとして整理 した。今後、終戦か ら現在まで

(1945年 頃か ら2000年 まで)に 範囲を広 げ、より多くのコンテ ンツをこのデータ

ベースに登録 していきたいと考えている。戦後の経済復興 と北九州、環境問題、技術

革新、未来へのメッセージなど新たな観点 も考慮に入れ、調査 ・企画 を推進 していく

ことを目標 にしている。

(2)デ ータベースシステムの機能アップ

新たに調査 ・整理す るコンテンツを今回開発のプロ トタイプデータベースに登録 し、

データベースを充実 していく一方で、データベースシステムの機能アップを図ってい

きたい。情報の取 り出しが容易に出来 るような検索機能の充実や、コンテ ンツか ら新

たな発見、発想を生み出す助けとなる使い易いインターフェースやマルチメディア表

現などを考える。
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